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ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
造
の
普
及
を

阻
む
問
題

　

組
立
住
宅
の
輸
入
な
ど
で
震
災
後
も
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

構
造
の
建
物
は
造
り
続
け
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
普
及

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
新
構
造
は
一
般
化
し
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
建
築
家
南
信
は
、
組
立
住
宅
の
問
題
点
と

し
て
大
工
も
な
じ
ま
ず
、
日
本
人
の
生
活
に
適
合
さ
せ
る

た
め
の
改
修
も
必
要
で
、
費
用
の
面
で
も
問
題
が
あ
っ
た

と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

工
費
も
割
合
に
高
く
な
つ
て
、
実

用
と
い
ふ
点
か
ら
は
遙
か
に
縁
遠

い
も
の
に
な
る
様
で
、
一
般
に
は

歓
迎
さ
れ
な
い
で
し
ま
つ
た
の
も

止
む
を
得
な
い
事
だ
と
思
ひ
ま
す

（
中
略
）運
賃
や
関
税
の
費
用
が
か

か
り（
中
略
）そ
れ
が
た
め
に
日
本

に
於
け
る
組
立
住
宅
は
概
し
て
高

価
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。

（「
組
立
住
宅
の
話
」『
新
建
築
』大

正
15
年
９
月
号
）

　

寺
に
移
転
し
た
際
に
、
震
災
直
後
の
資
材
不
足
の
な
か
で

総
長
邸
や
教
職
員
住
宅
な
ど
の
建
物
を
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

構
造
の
輸
入
住
宅
で
建
設
し
、
１
９
２
４（
大
正
13
）年
竣

工
の
１
棟
が
個
人
に
譲
ら
れ
住
宅
と
し
て
現
存
し
て
い
る

（
図
２
）。神
戸
で
は
鈴
木
商
店
の
シ
ア
ト
ル
駐
在
員
で
あ
っ

た
冨
永
初
造
が
ア
メ
リ
カ
住
宅
に
魅
せ
ら
れ
、
帰
国
後
に

ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
Ｌ
・
Ｒ
・
ベ
イ
リ
ー
の
図
面
を
も
と

に
部
材
を
米
国
よ
り
取
り
寄
せ
、
１
９
２
５（
大
正
14
）に

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
造
で
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
。

関
東
大
震
災
直
後
の
輸
入
住
宅
の
評
価

　

１
９
２
２（
大
正
11
）年
に
ア
メ
リ
カ
製
の
組
立
住
宅
を

自
宅
と
し
て
輸
入
し
た
薬
学
者
の
長
井
長
義
は
、
関
東
大

震
災
に
遭
遇
し
つ
つ
も
、
住
宅
は
軽
量
故
に
地
震
に
も
耐

え
た
と
し
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
に
よ
る
新
構
造
の
ア
メ
リ

カ
住
宅
の
耐
震
性
能
に
つ
い
て
体
験
談
を
論
じ
た
。

　

こ
う
し
た
評
価
も
あ
っ
て
、
震
災
後
も
ア
メ
リ
カ
住
宅

の
個
人
レ
ベ
ル
に
よ
る
輸
入
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
続
い
て

い
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
絵
師
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
古
田
土
雅
堂
は
、
子
供

の
教
育
の
た
め
に
帰
国
す
る
際
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
ア
ー
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
社
か
ら
住
宅
を

購
入
し
、
輸
入
し
て
１
９
２
４（
大
正
13
）年
に

建
て
た（
図
１
）。
古
田
土
邸
は
、
１
９
２
３
年

の
シ
ア
ー
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
社
の
住
宅
カ
タ

ロ
グ
に
あ
る「T

H
E H
A
T
H
A
W
A
Y

‐SIX
 

RO
O
M
S BA

T
H
 A
N
D
 PO
RCH

」
で
、
バ

ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

構
造
の
住
宅
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
成
蹊
大
学
が
現
在
の
東
京
・
吉
祥

日
本
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
の
歴
史

﹇
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
﹈

戦
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
住
宅
の
評
価
と
普
及
の
課
題

第
四
回

後
期（
大
正
後
期
〜
昭
和
初
期
）

内
田  

青
蔵

神
奈
川
大
学 

工
学
部 

建
築
学
科 

教
授

工
学
博
士
。
専
門
は
日
本
近
代
建
築

史
。
幕
末
・
明
治
以
降
の
住
宅
建
築

の
歴
史
研
究
の
第
一
人
者
。
歴
史
的

建
築
物
の
保
存
、
活
用
を
唱
え
る
。

主
な
著
書
は「
日
本
の
近
代
住
宅
」（
鹿

島
出
版
会
）、「
お
屋
敷
拝
見
」（
河
出

書
房
新
社
）な
ど
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図１  旧古田土雅堂邸外観。栃木県茂木町指定文化
財として移築・復原されている。（内田撮影）

図２  東京・吉祥寺にある個人住宅外観。国の登録
有形文化財でもある。（福重涼太撮影）
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フ
ォ
ー
構
造
を
部
分
的
に
採
用
す
る
方
法
を
開
発
し
て
い

た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
に
罹
災
者
用
住
宅
の
供
給
を
目

的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
同
潤
会
も
普
通
住
宅
の
軸
部
は「
バ

ル
ー
ン
式
を
加
味
し
た
る
木
造
」と
し
、
遠
藤
の
試
み
と
同

じ
く
小
屋
を
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
造
と
同
様
に
板
材
で
小

屋
を
組
む
方
法
を
採
り
入
れ
て
建
設
し
た（
図
６
・
７
）。
こ

の
よ
う
に
、
新
構
造
の
有
効
性
を
認
め
、
部
分
的
採
用
と

い
っ
た
日
本
的
導
入
の
事
例
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
構
造
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
住
宅
の
輸

入
事
業
は
コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
普
及
し
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
必
然
的
に
新
構
造
も
、
そ
の
導
入
の
手
立
て
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
新
構
造
が
忘

れ
去
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
在
来
住
宅
の
小
屋
部

分
に
の
み
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
造
を
採
り
入
れ
る
と
い
っ

た
新
し
い
試
み
の
存
在
は
、
新
構
造
の
有
効
性
を
認
め
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
示
す
よ

う
に
戦
前
期
の
木
構
造
分
類
を
見
て
み
る
と
、
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
構
造
は「
軽
骨
造
」と
称
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
学
術

的
に
は
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
、
戦
後
の
住
宅
不
足
や
大
工
不
足
と
木
材
不

足
、
そ
し
て
生
活
洋
風
化
の
浸
透
と
い
っ
た
社
会
構
造
の

変
化
時
期
を
迎
え
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
再
び
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
、
工
法
オ
ー
プ
ン
化
を
経
て
今
日
に
至
っ
た
。

そ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
連
載
で

紹
介
し
て
き
た
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
建
築
が
進
ん
で
き
た
歴
史
な
の
で
あ
る
。

　

要
は
、
運
搬
費
や
輸
入
税
が
加
わ
り
、
輸
入
住
宅
は
高

価
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
、
大
工
が
工
法
に

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
や
日
本
人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
変
更
な

ど
の
建
築
費
が
か
か
る
な
ど
、
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
建
築
家
榎
本
淳
は
、「
日
本
で
は
ま
だ
四
吋
に
二

吋
の
も
の
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
つ
て
い
な
い
の

で
、
製
材
す
る
と
却
つ
て
挽
賃
に
高
く
か
か
る
」（『
住
宅
建

築
の
手
引
き
』大
正
15
年
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
造
用
の
部
材
生
産
の
シ
ス
テ
ム
が
な

か
っ
た
た
め
、
部
材
が
コ
ス
ト
高
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
新
構
造
の
普
及
に
お
い
て
は
極
め
て
根
本
的

な
問
題
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
住
宅
を
輸
入
し
て
建
て
た
く

て
も
、
高
価
で
建
て
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
現
実
問
題
が
そ

の
後
も
解
決
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
関
東
大

震
災
後
は
、
人
々
の
関
心
は
経
済
性
や
耐
震
性
と
い
っ
た

現
実
問
題
へ
と
向
か
い
、
新
構
造
へ
の
興
味
は
次
第
に
薄

れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

新
構
造
の
部
分
的
導
入
の
事
例

　

そ
れ
で
も
、
新
構
造
の
耐
震
性
に
注
目
し
、
部
分
的

に
新
構
造
を
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
建
築
家
た
ち
も
い

た
。
帝
国
ホ
テ
ル
の
設
計
で
来
日
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人

建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
は
、
１
９
２
１（
大

正
10
）年
自
由
学
園
明み
ょ
う
に
ち
か
ん

日
館（
図
３
）を
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

構
造
と
し
て
計
画
し
た
が
、
工
期
短
縮
・
低
予
算
化
の
制

約
も
あ
り
構
造
材
は
規
格
品
と
し
た
た
め
完
全
な
新
構
造

の
採
用
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ト
の
弟
子
の

遠
藤
新
は
、
耐
震
性
の
点
か
ら
屋
根
を
軽
く
す
る
た
め
、

１
９
２
５（
大
正
14
）年
の
近
藤
邸（
図
４・
５
）で
は
小
屋

を
カ
ラ
ー
ビ
ー
ム（
垂
木
つ
な
ぎ
）と
す
る
な
ど
ツ
ー
バ
イ

図３  東京・池袋の自由学園明日館。帝国ホテル旧本館と同じフランク・ロイド・ライト
の設計で国の重要文化財に指定されている。

図４・図５  旧近藤邸。神奈川県藤沢市
内に別荘として建てられ、1981年に同
市によって移築された。（井上祐一撮影） 
下の図５は和室10畳部分構造アイソメ
（井上祐一作成、建築資料研究社『住宅建
築』1981年10月号より）

図６・図７  同潤会が建設した木造長屋
のひとつ「荏原普通住宅」。小屋組の部
材には、板材が使われている。（志岐祐
一撮影）


